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て、蒸気加熱の一次エネルギー 125 に比べて、約 7
割削減という比較結果が得られた。
　自己熱再生加熱は、ヒートポンプの仕組みと類
似しているが、大気や地中熱などを熱源とする一
般的なヒートポンプに比べて上昇させる温度幅が
小さく、圧縮機動力が大幅に節減できる。また、
この実証試験のように、加熱対象物自体（この場
合はエタノール水溶液）を熱媒として利用できる
ため、専用の熱媒を用いるヒートポンプに比べ設
備がシンプルになる。
　この方法は多方面の加熱プロセスに適用可能で、
省エネルギーや温暖化防止に寄与できると考えら
れる。また、鍵となる圧縮機の製造技術において、
日本は高い技術を有し、海外への展開も期待できる。
トピックス3 自己熱再生加熱の省エネ効果を実証
　東京大学と新日鉄エンジニアリング（株）は、熱エネルギーを再生して繰り返し利用する「自己熱再
生加熱」の省エネルギー効果を実証した。既設のバイオエタノール蒸留装置を改造して比較すること
により、従来の蒸気加熱に比べて、一次エネルギー換算値で約 7 割減という省エネルギー効果を確認
した。この技術は多方面の加熱プロセスに適用可能で、鍵となる圧縮機の製造技術において日本は高
い技術を有し、海外への展開も期待できる。
